





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こうした事態を、D. オルコゥスキーは、J. L. オースティンによる古典的な言語行為論を引き合に出して、「言
語のエコノミー（the economy of language）」と呼んでいる78。 
オルコゥスキーの「言語のエコノミー」という理解に基づいてみれば、セザンヌの「??????????
?????????????????????????????????（JE VOUS DOIS LA VÉRITÉ EN 







トのそれであれ）が、戯れ（=賭 play）と運（chance）によって、代補的な約束の無限の連鎖（the infinite 
























































































































































                                                          











2 Immanuel Kant, Kritik der Urteilskraft, in: Kant’ s gesammelte Schriften. BandⅤ, 1790.（『カント全集 8 判断力批判』
牧野英二訳、岩波書店、1999 年）以下、『判断力批判』からの引用は、KdU と略する。 




5 VP, p. 81.（邦訳、p. 113） 
6 Cf. Le Parergon, in Digraphe 2 et 3.（Jacques Derrida, “Economimesis,” in Mimesis des articulations, Aubier –
Flammarion, 1975, p.58.）『エコノミメーシス』の日本語版訳者・湯浅博雄によれば、1974 年 4 月発行の Digraphe 誌第 2
号には、« Le Parergon »（pp.21-57）が、同年 8 月発行の同誌第 3 号には« Le sans de la coupure pure (Le ParergonⅡ) »
（pp.5-31）が、それぞれ発表されている（『エコノミメーシス』湯浅博雄、小森謙一郎訳、法政大学出版局、2006 年、p.6






8 デリダ「他者の言語」『他者の言語』高橋允昭編訳、法政大学出版局、1989 年、p.287。 
9 John D. Caputo ed., Deconstruction in a Nutshell, Fordham University Press, 1997, p.62.（『デリダとの対話』高橋透
他訳、法政大学出版局、2004 年、p.90。（強調・筆者）） 
10 Immanuel Kant, Die Religion innerhalb der Grenzen der bloßenVernunft, in:Kant’s Gesammelte Schriften. 
Herausgegeben von der Köngilich Preußischen Akademie der Wissenschaften. BandⅥ. 1914.（『カント全集 10 たんな
る理性の限界内の宗教』北岡武司、岩波書店、2000 年。）以下、『宗教論』からの引用は、RdG と略する。 
11 ホセ・オルテガ・イ・ガセット「額縁」『現代の課題』池島重信訳、法政大学出版局、1968 年、p.205。 
12 オルテガ、同書、p.209。 
















れば、「parage（パラージュ）」は、スペイン語の parar（停止する）を経由してラテン語の parare から来ている。（若森栄
樹訳『境域』書肆心水、2010 年、p.473。） 
19 デリダ『他者の言語』法政大学出版局、1989 年、p.313 参照。 


































Cf. Olivia Custer, l’ example de Kant, Peeters Bvba, 2012. 
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51 カントは第三批判のなかで、第一批判と第二批判が「超感性的なものを諸現象から分ける大きな裂け目によって、全面的
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